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CATシステムを使った学力テストの高精度評価法の研究開発 

研究背景 

IRTって？ 

研究目的 

通常行われる一斉テストの得点は、採点者の意図する配

点で算出されるので学生の能力を正しく測定できてい

ない可能性がある。そこで、数理的な根拠に基づいた

IRT(項目反応理論)を用いて、学生の能力を正しく測定

しようとする試みが、考えられている。IRTは受験する場

所・時間の制約を受けないことから、コンピュータに組み

込んだテスト環境を整えることができる。 

この研究の目的は、CAT( Computerized Adaptive 

Testing )による新しいテスト評価システムを開発し、

学生の能力を高精度に評価することで公平さを確保

し、同時に学生の自己研鑽も支援することである。 

IRT(項目反応理論)は、数理モデルに基づいて、テスト

を作成・実施・評価する為の理論である。実際に、IRT

を適用している例として、TOEFLやTOEICなどが挙げ

られる。 

IRTを用いたCATシステム 

IRTをmoodleに組み込んだCATシステムを目指している。開発中のCATシステムでは、設問に

順次回答する毎に、学生の能力に応じた適切なレベルの問題が選択されて出題されるようにな

り、受験者の能力を高精度で判定することができるようになる。 

    -素点とθの相関図- 
大まかな相関は見られるものの、素点結

果と、IRTで求めた能力θは、同じ傾向を示

していないことが分かる 
コンピュータ内部では正誤に応じて、 

能力値の推定を行っている 


